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平成２３年 第３回（３月）志免町議会定例会一般質問通告書 

通 告 順 

番号 質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 質問の相手 

１ 堤  久美子 ３０分 

１．地方自治・住民

自治について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、男女共同参画に

ついて。 

(１) 住民と行政の協働事業の推

進に向けて。 

（住民と行政のプロジェクト

委員会からの提言検証） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)活動拠点の確保を。 

①情報の共有化 

 ⅰ協働（共働）の推進において、情報提供・共有化が提案さ

れていましたが、何が実行できて何ができなかったのか。 

  特にキ（各町内会の総会資料及び広報誌を収集し、情報コ 

ーナーに備え、住民がいつでも閲覧できるようにする。）と 

ク（「広報しめ」編集委員会を設置する。）は、協働（共働） 

事業に向けて必要な事業と思うが。 

②環境の整備 

 ⅰ環境の整備は飛躍的に進んでいると理解していますが、そ 

れが機能している実感はない。町長のご所見をお伺いいた 

します。 

 ⅱ自主的な自治活動に対する財政的な支援措置を行うとある 

が、どのように検討されているのか。 

 ⅲコの「地域福祉計画」づくりに早急に着手することは、今 

どこまでの段階か。 

③人材の育成 

ⅰ２２年度は共働のまちづくりについての講座等が開催され 

ました。志民大学も開講され、町外の方々から志民力が高 

く評価されています。その中で、ク（学校評議員研修制度 

を導入する）に対する取組みはどのように奨めておられる 

のか。 

 

①「働く婦人の家（生涯学習２号館）を男女共同参画センター 

（仮称）として活用できないか。」質問に検討するということ 

だったが、他市町村の事例を生かして活動拠点の確保を。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

２ 牛 房 良 嗣 ３０分 

１、福岡市より１歩 

前へ。 

 住むなら志免町 

転入者の定住化 

対策を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１００年に１度

のビックチャン

スをつかむため

の対策は。 

 トップセールス

の具体的目標と

対策を問う。 

 

 

 

 

 

 

３．福岡市との連携

強化の具体的対

策を問う。 

 

 

(１)人口減時代へ突入、福岡市

人口も２０２５年がピーク。 

  転入・転出者の分析と問題

点を摘出、対策を早急に。   

(２)私見①子育て支援 

    ②高齢者支援 

  ２点から定住化を考える。 

(３)町長の問題点の把握と対策

を問う。 

 

 

 

 

(１)行財政改革のみでは町の発

展はない。 

ビックチャンスを町の発展に

どう結びつけていくか、正に

トップセールスの真価が問わ

れるとき。 

 町長の具体的目標と対策を問

う。 

 

 

 

 

 

(１)福岡市の発展にベッドタウ

ンとして貢献していること

を理解させる。 

具体的対策例 

① 子育て支援（ママが安心して働ける）。 

イ）待機園児ゼロ。 

ロ）働くママの就労支援。 

ハ）保育園から英語力養成（英語の歌から）。 

② 高齢者支援（定年後の生き甲斐）。 

イ）「７０歳現役応援センター」県と連携、人材活用のジ

ョブカード作成。 

ロ）シルバー人材センターの支援強化を。 

ハ）老人クラブ元気者に見守り、声かけの仕事を。 

ニ）桜丘、向ヶ丘、石橋台各団地の医療、介護、買物等の

対策へ着手。 

 

具体的対策例 

① ２，０００億円空港事業へ町の雇用、地元企業の参入、空

港就労者の宿泊施設、貨物倉庫等の誘致を。 

周辺道路の拡張、整備への協力。 

② 九州新幹線の活用について。 

③ 滑走路や空港整地にボタ山の残土は利用できないか、宇美

川の川砂の利用は、提案を。 

ボタ山をフラットにして九州一の道の駅をつくる。 

④ 中国、ロシア富裕層の医療観光へホスピス医療の広報を。

竪坑櫓を市内観光ルートの一つに。 

⑤ 空港地下鉄の志免町（４４，０００人）のビッグタウン

へ延伸を。志免－宇美線完成へのスピードアップ。 

 

①空港災害発生時の提携。 

（災害と医療） 

②幼・保の相互活用。 

 西小と席田小の友好推進。 

③月隈地区、席田地区のくらし、医療面での協力。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３ 助村千代子 ３０分 

１．いのちを守るた

めの施策を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．志免町ならでは

の取り組みを。 

 

 

 

 

 (１) 子宮頸がん予防とがん検診

受診率向上の対策につい

て。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 志免町職業無料相談所の

今後の展望について。 

 

 

 

 

①子宮頸がん予防ワクチンの接種については、住民が安心して

接種できるように、安全性や有効性などの正しい情報の啓蒙

が必要であり、その取り組みについて伺う。 

②20 代～30 代の子宮頸がん罹患者が増加傾向にあるといわれ

ています子宮頸がんワクチンや検診の大切さを次世代に伝え

ていくために、家庭・学校・社会での啓発をどう進めるのか。 

③子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球菌の 3 ワクチンは国の

補助事業が平成 23 年度末までとなっている。補助事業が切れ

たその後の町の取り組みはどのようにされるのか伺う。 

④乳がん、子宮頸がんの無料クーポンの導入により受診率、発

見率が向上しているが 23 年度の無料クーポンの取り組みに

ついて伺う。 

⑤乳がん、子宮頸がんをはじめとするがん検診の受診率 50％を

めざした取り組みについて伺う。 

 

①昨年 11 月に開所されてからの利用の状況は。 

②緊急雇用創出補助金で取り組まれている。この補助金は今年

度で終るが今から軌道にのせ効果を上げる取り組みであると

思う。（古賀市では年々効果を上げている）補助金が切れた後

の手立てと取り組みについて伺う。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

４ 大 西  勇 ３０分 

１．教育問題につい

て。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．医療制度につい

て。 

 

 

(１) 発達障害児の教育支援につ

いて。 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 教科書バリアフリー法につ

いて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)国民健康保険証のカード化に

ついて。 

 

①小学校の入学時には PK と学校の情報交換はできていると言

う事だが、始業式後、担任の先生と保護者との連携はできて

いるのか。 

②家庭訪問の現状。 

③特別支援学級と保護者の連絡帳の現状。 

④支援体制における教育委員会の対応。 

⑤前半３点の特別支援学級でポイントとなる部分の支援体制に

ついて、また来年度開設予定の PKⅡについて町長のご所見。 

 

①この法に基づいた本町の対応。 

②「教科用特定図書等」の無償給与についてどのように認識し

ているのか。 

③要綱の対象者である視覚障害者の視力の判定判断がポイント

となるがこの認識について。 

④無償給与の対象としている児童・生徒の把握について教育委

員会の考えをあきらかにすべきと思うが。 

⑤この教科書バリアフリー法の施行を機に、日本障害者リハビ

リテーション協会が「マルチメディア、デイジー版教科書」

の提供を始めたがその認識は。 

⑥ このデイジー教科書の普及推進について。 

 

①「被保険者証のカード化」は実施されるようになって７年が

たちます。過去２回質問してきたが、いまだにカード化でき

ない理由。 

②全国における国民健康保険証のカード化の実施状況は。 

③住民のためになることであれば環境がどうであれリーダシッ

プを取って前向きに努力すべきと思うが。 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

５ 二 宮 美 津 代 ３０分 

１．「イクメン」支

援。 

 

 

 

 

 

 

 

２．滞納対策。 

 

 

(１) イクメン（育児に積極的な

男性）を増やす取り組み。 

 

 

 

 

 

 

 

(１)公平性の確保を。 

 

 

①政府は男性が男女共同参画社会の形成に積極的な役割を

果たすべきだとし、「イクメン」男性の支援と男性育休率

の目標率を引き上げるとしています。 

志免町の取り組みについて伺います。 

 ⅰ産後パパ育休の条例改正はなされたが、育休率はどうな

ったか。 

 ⅱ父子手帖作成の検証。 

 ⅲ男性の育児参加への取り組み。（関係各課） 

 

①税外収納対策。 

 ⅰ担当課ごとの税外収入状況（滞納額） 

 ⅱ税外収入徴収への取り組み。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３．町内会制度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)見通しなどの方向性は。 

 ⅲ税外収入に延滞金をかけてはどうか。 

②町税・保険税などの悪質滞納への対策。 

 ⅰ国保滞納状況。（子どもがいる世帯の状況） 

 ⅱ支払う能力があるのに納付しない、納付相談にも応じな

いなどの悪質なケースにどう対応しているのか。サービ

スの制限などはなされているのか。 

 

①21 年 3 月議会で自治会活動の在り方について問いました。

その折の答弁では協議会を設置し検討したいとのこと

でした。 

 ⅰその進捗状況。 

 ⅱ協働のまちづくりとの関係。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

６ 丸山真智子 ３０分 

１．介護保険につい

て。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地球温暖化対策

について。 

 

 

 

３．組織機構改革に

ついて。 

(１) 高齢者が地域で自立した

生活ができるよう、医療・介

護予防・住まい・生活支援サ

ービスが切れ目なく提供さ

れる取組みについて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 自然エネルギーの活用で温

室効果ガス排出量を削減す

ることについて。 

 

 

(１)まちづくり支援室の今後に

ついて。 

① 65 歳以上人口、高齢化率、認定者数、認定率（スタート時

との比較）、特養の待機数。 

② 平成 24 年度の介護保険の見直しは、どういう方向に向か

うのか。 

③ 平成 18 年に新設された地域包括支援センターの三職種の

役割と現状。 

在宅介護支援センターの位置づけ。 

④ 社協も加わった地域ケア推進会議の効果。 

⑤ 介護予防事業（一般高齢者・特定高齢者）が重要。全公民

館での実施、ボランティアの育成、自主グループの活動支

援で効果的実施を。 

⑥ 地域包括支援センターは各町に設置するのがよいと考え

る。広域連合へ働きかけるべきではないのか。 

⑦ ⑦特別養護老人ホームの待機対策はどうするのか。 

⑧ 介護保険料の収納率は。 

 ⅰ未納対策はどうするのか。 

 ⅱ利用できない場合の対策等。 

 

 

① 学校、保育園等の給湯に太陽熱（ソーラー）を利用したら

環境教育にもなります。 

② 住宅用設置に対して助成制度をつくり、関心を高めること

につなげていただきたい。 

 

① これからの方向性、活用について。 

② 活動の拠点としてセンター機能が必要ではないのか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

７ 末 藤 省 三 ３０分 

１．財政問題。 

 

 

 

２．環境問題。 

 

 

 

 

 

(１) 財政について。 

 

 

 

(１)環境 

住宅リフォーム制度の実

施。 

 

(２)ゴミ（環境）について。 

 

 

 

 

①2011 年度（国家）予算をどうみるか。 

②地方交付税、消費税増税で志免町の財政はどのような影響

が出てくるか。 

 

①住宅リフォーム制度の早期実現の見通し。 

②経済効果（景気刺激）について。 

 

 

①ゴミ固形化燃料（RDF）の将来の見通しについて。 

②事業計画終了後はどのようになるのか。（組合加入につい

て） 

③宇美町・志免町衛生施設組合にどのような影響がでるの

か。 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 


